higashiajia koto kyoiku no kokusaika chiikika to eigo ni yoru gakui puroguramu EMIDP no chiiki no sozo ni taisuru inpakuto : nikkan ridingu daigaku o chushin to shite hakushi gakui seikyu ronbun by 嶋内 佐絵
博士論文審査委員会報告書 
 
提出者： 嶋内 佐絵 
 
題目：東アジア高等教育の国際化・地域化と英語による学位プログラム（EMIDP）の「地
域の創造」に対するインパクト―日韓リーディング大学を中心として― 
論文名英訳： Internationalization and Regionalization of Higher Education in East 
Asia and the Impact of EMIDPs on “the Creation of the Region”.- Focusing on Leading 
Universities in Japan and South Korea 
 
１．概要 
本研究は、東アジア地域における高等教育の「国際化」と「地域化」を背景として、増
加しつつある英語を教授媒介言語とした学位プログラム（English Medium Instruction 
Degree Program、以下 EMIDP）が、東アジアにおける「地域の創造」（＝東アジア地域統
合における文化・社会的共同体の形成）に対してどのようなインパクトを持っているのか
を明らかにしようとした実証研究である。日本と韓国に焦点を当て、日韓の全大学におけ
る EMIDPの量的調査と、ケーススタディとして各国のリーディング大学 5校、9学部・研
究科を取り上げ、その実態を仔細な関係者へのインタビューを中心とした実証調査により、
析出している。その結論として、理論的には国際高等教育における従属論的な枠組みが説
明しうることは多いとしながらも、政策的方向性としては、その克服への兆しや、「地域の
創造」へのインパクトの大きさや可能性が示された。 
 
2．本論文の構成 
序章 概要と研究設問  
  第 1節 研究の概要と背景  
  第 2節 研究設問  
  第 3節 本研究の重要性 
  第 4節 研究対象選択の意義  
  第 5節 主要概念の定義  
  第 6節 研究方法の概要および本論文の構成  
第 1章 「地域」の中の高等教育と言語  
  第 1節 高等教育「国際化」の様相  
  第 2節 東アジア高等教育の「地域化」  
  第 3節 欧州地域統合における高等教育政策と言語政策  
  第 4節 英語と高等教育  
第 2章 日韓高等教育政策と EMIDPの発展  
  第 1節 日韓比較とその妥当性  
  第 2節 日韓高等教育政策比較分析  
  第 3章 日韓における EMIDPと英語に関する議論  
第 3章 比較教育研究のための理論的枠組  
  第 1節 比較教育研究としての日韓 EMIDP研究  
  第 2節 従属論と英語帝国主義の視点からみる EMIDP  
  第 3節 「地域の創造」と地域統合  
  第 4節 EMIDPの志向性と分析フレームワーク  
第 4章 研究手法  
  第 1節 研究手法とその意義  
  第 2節 量的研究調査の詳細  
  第 3節 質的研究調査の詳細  
第 5章 日韓全大学における EMIDP分析 －形態分析と類型化モデル－  
  第 1節 日本における EMIDPの全大学調査  
  第 2節 韓国における EMIDPの全大学調査  
  第 3節 日韓 EMIDP の志向性と展望  
第 6章 日韓リーディング大学の EMIDP  
  第 1節 研究対象大学・EMIDPの詳細  
  第 2節 EMIDPの特徴と課題  
  第 3節 移動の視点からみる EMIDP  
  第 4節 言語の視点からみる EMIDP  
  第 5節 相互理解の視点からみる EMIDP  
  第 6節 アイデンティティ形成の視点からみる EMIDP  
  第 7節 EMIDPが包有する学生像  
終章 結論と展望  
  第 1節 結論とその意義  
  第 2節 今後の課題と展望  
 
３．内容 
本博士学位請求論文の目的は、東アジア地域における高等教育の「国際化」と「地域化」
（地域的な留学生交流や大学間連携の増加）を背景として、高等教育における英語を教授
媒介言語とした学位プログラム（EMIDP）が、東アジアにおける「地域の創造」に対して
どのようなインパクトを持っているのかを明らかにすることであった。 
東アジア地域では、急速な経済成長と国境を越えた人的交流の促進にともない、高等教
育がおかれる環境やその役割は変容を迫られている。大学は、歴史的にも海外の学術や文
化・社会と密接な関係をもっており、このグローバリゼーションの流れの中で、世界と地
域に開かれた人的交流と教育の場としてその存在感を強めている。本研究では、東アジア
地域における高等教育の国際化・地域化のあり方と、高等教育プログラムの中で使用され
る教授媒介言語・プログラム共通言語の問題を、「東アジア地域共同体」形成の文脈から分
析し、論じた。特に、本研究は、比較教育学・国際教育学分野の研究として、日韓の高等
教育における EMIDPに焦点を当て、国際関係学（地域統合学）、社会言語学、高等教育学
の理論を分析枠組みとして考察を行っている。研究対象としては、東アジア地域の中でも
EMIDPが急増している日本と韓国に注目し、日韓の全大学におけるEMIDPの量的調査と、
ケーススタディとして各国のリーディング大学 5校、9学部・研究科における質的調査を行
い、EMIDPが「東アジア」という「地域の創造」にどのようなインパクトを含有している
のかを明らかにした。 
その結論として、筆者は、アジアの高等教育における地域的連携や、留学生移動の増加
などを例に挙げ、東アジアの高等教育が西洋という「中心」に対して、従属的な位置にあ
るとは考えにくいと述べたうえで、英語を使った EMIDP に関しては、その志向性として
の西洋は有効なのではないかと指摘した。第 6 章で行った質的研究では、日韓のリーディ
ング大学における EMIDP に留学する留学生にインタビューをするなかで、移動や言語、
相互理解、アイデンティティといったいくつかの重要な側面において、西洋に対する志向
性が見られた。たとえば、「第二希望」としての東アジア（日韓）の EMIDP への留学や、
EMIDP の内部にも存在する英語格差（English Divide）や英語力による階層化、“逆さ現
象”や“自己循環”などの英語帝国主義的状況、そして EMIDP の教育自体に期待されて
いる「西洋的（英語圏的）」な教育のあり方、さらには特に韓国のリーディング大学に特筆
される米国博士号取得者による教育、日本の大衆的な「グローバル人材育成モデル」の
EMIDP に散見された、英語ネイティブ教員による ESL 指導とオーセンティックな英語志
向などがその例である。 
 東アジアの高等教育は、域内交流や地域的高等教育連携の進展を見ても、確かに「自立」
の道を歩んでおり、もはや東アジアの高等教育を総体として西洋高等教育の「周縁」に位
置すると考えることはできない。しかし、EMIDPの従属性は、ヘゲモニー性を持った言語
である英語を教授媒介言語とすることによって、英語による高等教育の「中心」である米
国など西洋英語圏との間に、従属的関係性が生まれやすいところにある。東アジアにおい
て学生たちの教育に英語を使うことは、ともすれば植民地知識人的な人材の養成につなが
ってしまう恐れがある。 
 そのような懸念を克服する、本研究の発見として、筆者は以下の 3 つの点を提起してい
る。一つはアジアの共通言語としての英語の確立と使用および、東アジア地域における多
言語／複言語主義政策の推進である。学生たちへのインタビューで明らかになったのは、
東アジア地域における英語は、その中立性や経済的合理性、市場性から考えても、共通語
として、そして国際語としての認識とその地位は、すでに揺るぎないものとなっていると
言うことである。一方で、EMIDPに留学する学生にとって、英語に加えてもう一つの国家
的な言語（ここでは日本語／韓国語）を学習できるということ（英語＋α）が大きな魅力
となっている。実際、英語は、EMIDPに在籍する学生の中でもネイティブと非ネイティブ
の英語格差などを生み出し、言語学習への意識の異なりも見られたが、学生たち自身も同
じ東アジアからの非ネイティブの学生とコミュニケーションを重ねる中で、英語を自分た
ちのものにしていくような流れが見えつつある。2点目に、グローバルな知の体系に対する、
東アジア独自の知の体系の構築である。具体的には、EMIDPの提供する国際的なカリキュ
ラム、特に日韓で多く見られた国際学や国際教養などの学際的なプログラムにおいて、国
家的（ナショナル）コンテクスト、地域的（リージョナル）コンテクストをどのように有
機的に配合していくかという課題がある。学生たちの求める EMIDP での教育スタイルが
西洋英語圏のものである一方で、学生たちが求めている知識や視点は、時に言語やテキス
トや教員によって異なると語られている。学びの内容に、東アジア的、もしくは日本や韓
国といった国家的な視点や、東アジアであるからこそ提供できる教育をどのようにデザイ
ンしていくか、である。EMIDPでは、多くの場合、米国で書かれたテキストや英語圏から
のものの見方が示されているが、日韓という東アジアにおける EMIDP の意義は、複層的
な見方の提示にある。西洋と東洋、もしくは英語圏とそれ以外という視点、東アジアとい
う場所で、英語で学ぶからこそ手に入れることのできる視点や知を、EMIDPが提示できる
可能性がある、という結論を筆者は得た。 
 
４．評価 
審査委員会においては、以下のような課題が指摘された。 
（１） 研究対象として、日韓のみを取り上げ、地域の中で大きな存在感のある中国を対
象としなかったことについて、その理由と今後の研究可能性について説明すべき
である。 
（２） 学部と大学院では、英語ブログラムの社会的環境や役割も相当に異なるので、別々
の分析があるべきであった。 
（３） 「地域の創造」に関して、地域的なアイデンティティに偏った説明がなされてい
るが、社会科学の広範な観点から、議論・定義が行われるべきであった。 
（４） 高等教育における地域統合・地域化に関する社会科学的な文献レビューを加筆す
る必要がある。 
 しかしながら、本研究は、これまで国際高等教育研究において、ほとんど研究がなされ
てこなかった EMIDPに焦点を当て、日韓双方の大学での丁寧なインタビュー調査の結果、
豊かなデータを基として書かれており、その着眼点や先駆性と実証性が高く評価された。 
 第二に、高等教育による「地域の創造」に社会科学の学術蓄積を基とした理論的な論考
を深めることができたことは高く評価できる。 
 第三に、国際高等教育論、東アジア統合論に関する既存研究のレビューを包括的に行う
ことにより、独自の分析フレームワークの提示に成功しており、また使われた研究手法も
質的なものから量的なものまで多様であり、意欲的である。 
 
５．結論 
 上記のように、課題は指摘されたが、全体として東アジア高等教育の国際化・地域化と
英語による学位プログラムに関する実証的な研究枠組みを提唱し、日韓において努力して
データ収集をし、実証分析を行った点は高く評価できるものである。よって、論文審査委
員会は、この論文を総合的に判断し、早稲田大学博士(学術)に相応しい論文であると認め、
学位授与を提案するものである。 
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